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竹原市
竹原市（R７.４現在）

２２，３４３人総人口

９，６４７人第１号被保険者

３５，７３４人第２号被保険者
６５～７４歳

６，０７４人７５歳以上

１か所/４か所日常生活圏域/ブランチ

４３.２%高齢化率

１９.９%要支援・介護認定率

１か所地域包括支援センター

１１か所居宅介護支援事業所



脳ライフ教室開始の背景



認知症高齢者の増加が予想される
認知症高齢者の在宅生活の困難さ

出典：たけはら輝きプラン２０２４



（令和７年度）竹原市における自立支援のイメージ

高

≪生活期≫

元自主グループ自立～J2 ,自立～Ⅰ

気(住民運営による通いの場）

度≪移行期≫ 市内 63か所（Ｒ7．3 月現在）

週 1～2 回以上

「竹原はつらつ体操」「お口の体操」

自主的な活動≪集中介入期≫ 「タオル体操」+

※サロン，地域交流センターでの地域活動事業所委託R5.12 月～

市内 3 カ所 DC委託 インフォーマルサービスへ参加

《廃用症候群（フレイル）からの脱却》 《地域活動に参加できる体力づくり》 《通いの場に通う》

【 一 般 介 護 予 防 事 業 】【短期集中予防サービス(通所型サービス C)】 状態の維持・改善を目指す

高 低

自立支援型ケアマネジメント会議

自主グループ活動の拡大

自主グループへの動機づけ

短期集中予防サービス

（通所Ｃ・訪問Ｃ)

※リハ職・包括の事前訪問

※ＡＤＬ，ＩＡＤL，住環境の確認

Ｊ1～Ａ2，自立～Ⅱｂ

介護予防の必要性

いきいき

はつらつ教室
Ｊ1～Ａ1，自立～Ⅱa

市内 4 ブランチ

（介護職実施）

4～7月 10～1月

（合計 12 回）

運動・栄養
口腔機能の向上

複合プログラム

脳ライフ教室
MCI、閉じこもり
事業所や病院等

（OT実施）
5～9月 10～12月

（14 回×２クール）

・ 、運動 日常生活習慣

対人交流 栄養 口腔、 、

認知症予防プログラ

ム

通所 C対象者：
・事業対象者および要支援１・２（住宅改修・福祉用具等）

・通いの場に参加できなくなった人、退院後・術後のフレイル

膝関節症、腰痛・・・若いパーキンソン症候群・・・

・短期集中による効果が見込める人

・元気になりたい人 意欲のある人



脳ライフ教室の概要



発症前から

脳を活性化させる生活習慣を身につけて、

地域活動につながる高齢者を増やしていく。





ホーム
ワーク
日記
脳トレ

多品目摂取

栄養
さあにぎやかに
いただく

( 多品目摂取 )

運動

はつらつ
体操

知的活動
ボッチャ
（買い物）
計画実行
交流

口腔

お口の
体操

評価
ファイブ・
コグ

PGCモラール
スケール
地域資源

面接
生活習慣
の提案・
見直し



脳ライフ教室の様子



ボッチャ：身体活動、交流
集中力・判断力向上



足踏みをしながら
３の倍数で手を

たたく

認知機能のレベル
に応じて課題の
内容を変える

コグニサイズ：注意力（分割性）
交流、身体活動



栄養講座：栄養指導、
注意力（持続性）



惣菜見るのも
はじめてよ。
楽しいね～

こんなの（カート）
押したこともない

３世代で同居しているが
家族と話すことが少なく家
から出ることはあまりない。
スーパーに来ても車の中で
待っている。

難聴で交流に消極的
補聴器作成



買い物：注意力、身体活動
状況判断・計画立て
（実行機能）



調理実習：出来ることを全員参加
人生初めて調理場に入る男性も



親子丼 サバ缶丼



旅行計画：計画立て（実行機能）
記憶力（過去の思い出）
注意力、交流



参加者が現在参加している社会資
源や地域活動の共有と賞賛



SCによる社会資源の紹介

面談による生活習慣の提案



ファイブ・コグ評価
（5項目の合計点を前後で比較）

改善：９名

維持：１１名

低下：４名

令和６年度脳ライフ教室年間実績

終了後に地域・サービス
につながった（％）
（途中中断者除く）

地域につながったサービス利用で
予防継続

認知機能検査に
つながった

途中中断者（人）
利用者
延（人）

利用者
実（人）

83%822015812１クール

83%911517417２クール

83%1733533229合計

自主Gデイサービス病院受診転出 １

認知症カフェ病気等１

カラオケ自主的３

囲碁

サロン

二次予防
早期発見・早期対応

一次予防
認知症の発症を
遅らせる

サービス利用
見極め

専門職と
地域への連携



フォローアップ教室











卒業後の様子



夫が要介護状態で施設入所したきっ
かけで閉じこもりがちになった。

脳ライフ卒業後、近くのサロンと通
いの場へ参加。

何十年ぶりの再会で話が弾み、継続
して参加している。



閉じこもりの夫が夫婦で脳ライフに
参加。脳ライフ卒業時、参加意欲は
あったが体力がなかったため、通所C
を経て、杖を使用して９１歳の男性
と通いの場に参加している。

１１月広報の写真



竹原市の脳ライフ教室のスゴイところ

①教室開始時と終了時のファイブ・コグ評価等で、改善がみられて
いる。

②認知症の早期発見・受診勧奨、ケアマネジャーへの連携促進、
サービス調整、終了後の地域での活動の場（繋ぎ先）も見据えて
支援ができている。

③今後は脳ライフ教室の卒業生にも支え手に
なってもらうことも考えている！

脳ライフ教室は、
“助け合い・支えあいの地域づくり”
“彩ある主体的な生活”にも繋がっていく、

可能性が広がる事業


